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This paper discusses the results of the student course evaluation questionnaire 
conducted in Niigata Institute of Technology at the end of the spring semester 2010．The 
findings include that there is a positive correlation between the three questionnaire items 
(clarity and intelligibility of speech, skillfulness in promoting student understanding, 
providing explanations of the subject goals and syllabus) and the student ratings whereas 
a negative correlation was found between the ages of instructors and the ratings． 
 






























 今回本稿で検討しているのは、直近の 2010 年度前期の「共通授業アンケート」である。 
その概要は以下の通りである。 
 実施期間：平成 22 年 6 月 21 日（月）～7 月 23 日（金） 
 アンケート対象科目履修者延べ人数：7482 名 
 アンケート実施件数：158 件（対象クラス数） 






 授業アンケートは 3 つの部分から構成されている。 
 Ａ：学生の所属学科と入学年度をたずねる質問（フェイス部分） Ｑ 1 Ｑ 2 
 Ｂ：学生の授業への取り組みをたずねる質問（自己評価） Ｑ 3～Ｑ 7 









                                                   
１  学生の１週間の授業外の学習時間がどのくらいになるのかはアンケートからははっきり
しないが、日本の一般的に大学生の学習時間とおおよそ一致するものと思われる。日本の大学
















 ただ、Ｑ 6 に注意したい。前述のように全体平均は「2.1」である。学年別の平均を見る
と、2009 年後期、1 年次生（2009 年度入学生）は、「2.2」で「2.0」を上回っており、 
2 年次生（2008 年度入学生）と 3 年次生（2007 年度入学生）は、「2.0」を下回っている。
2010 年前期、1 年次生（2010 年度入学生）は、「2.2」である。2 年次生（2009 年度入学




 Ｑ 3 は、学年が進むにつれて、出席が悪くなっていることを示している。これは、2009
年後期も 2010 年前期も同じである。この設問は、欠席回数をたずねているのだか、授業















また、授業評価については 2009 年後期、2010 年前期ともに、学年による差は見られな
い。 






Ｑ 15［総合評価］と相関の高い設問は、Ｑ 14（0.73）、Ｑ 11（0.69）、Ｑ 13（0.63）、






Ｑ 14［興味］は、Ｑ 15［授業評価］のほかに、Ｑ 11（0.61）、Ｑ 13（0.58）、Ｑ 8（0.51）
と高い相関がある。そして、Ｑ 9（0.41）、Ｑ 5（0.40）とも相関が認められる。「興味」
は、Ｑ 11［話し方等の明瞭さ］とＱ 13［授業時での演習等の工夫］、Ｑ 8［授業について
の説明］と結びつきが強く、さらに授業の難易度とも、学習意欲とも関わっている。Ｑ 9
は易しいほうが高スコアーだから、あまり難しくないレベルのほうが興味を持てるという
                                                   
２ 東海大学での「学生による授業評価アンケート（講義科目用）」でも授業評価に影響を及
ぼす評価項目として「話し方」「黒板の使い方」「授業参加」があげられている（安岡・滝本・
三田・香取・生駒『授業を変えれば大学は変わる』1999 年、63 頁）。 
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ことになる。 
Ｑ 11［話し方等の明確さ］が授業評価での鍵となっている。このＱ 11 と高い相関の設
問は、Ｑ 15（0.69）のほかに、Ｑ 14（0.61）、Ｑ 13（0.59）である。話し方等が明瞭で





















                                                   
３ 東海大学での「学生による授業評価アンケート（講義科目用）」での結果も、年齢が上が
ると評価は下がる傾向が示されている（註 2 前掲書、62 頁）。 
授業アンケート結果の検討 
 
明瞭でわかりやすくすることは、授業スキルでかなりの程度補うことが可能であるとされ
る。こうした点でのサポートを必要な教員に提供していくこともＦＤには求められよう。 
 経験に基づく指導といった年齢が高い教員の優位な点は、卒業研究等で発揮されるとも
考えられるが、しかし、それはこの授業アンケートの範囲外である。 
 
７.まとめ 
 
学生の授業に対する評価から次のことが言える。ひとつは、話し方等が明瞭でわかりや
すいこと、授業を理解させる工夫があること、授業の目標や進め方などについて説明を行
うこと、といったことが、授業評価と相関が高いということである。いまひとつは、教員
の年齢と、話し方等が明瞭でわかりやすいことの間には、負の相関が見られるということ、
また授業評価との間にも負の相関が見られるということである。 
 
 
付記 
 本稿の作成に際しては、学習支援センター職員の遠藤由美さんに相関を計算していただいた
り、本文に掲載している表を作成していただいた。 
